
　

七
月
五
日
～
七
日
関
東
の

い
づ
も
さ
ん
夏
の
風
物
詩
で

も
あ
る
毎
年
恒
例
の
ほ
お
ず

き
市
朝
顔
市
が
本
年
も
開
催

さ
れ
る
。
新
暦
に
沿
っ
た
夏

の
お
盆
行
事
。
境
内
参
道
に

は
五
〇
〇
鉢
以
上
の
色
鮮
や

か
な
赤
や
緑
の
実
を
携
え
た

竹
か
ご
入
り
の
ほ
お
ず
き
で

飾
ら
れ
る
。
併
せ
て
瑞
々
し

い
花
を
咲
か
せ
る
朝
顔
も
夏

の
縁
日
の
景
色
を
飾
る
。
ほ

お
ず
き
の
実
は
明
々
と
灯
り

の
燈
っ
た
提
灯
飾
に
な
ぞ
ら

え
て
古
く
よ
り
祖
霊
を
お
迎

え
す
る
お
盆
の
花
と
し
て
重

宝
さ
れ
、
ご
家
庭
の
お
盆
の

先
祖
供
養
に
お
供
え
す
る
と

良
い
と
さ
れ
る
。
炎
天
下
の

時
期
で
は
あ
る
が
、
参
道
に

は
竹
で
作
っ
た
小
屋
に
涼
し

げ
な
ほ
お
ず
き
・
朝
顔
が
数

多
く
飾
ら
れ
、
丹
沢
マ
ル

シ
ェ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
飲
食
店
・
ク
ラ
フ
ト
販
売

や
、
手
相
占
い
等
約
三
〇
店

舗
出
店
予
定
。
ま
た
、
当
社

の
近
隣
の
南
秦
野
保
育
園
の

園
児
達
に
よ
る
神
話
塗
り
絵

の
奉
納
展
示
や
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
お
わ
ら
風
の
盆
、
八
丈

太
鼓
、
ダ
イ
コ
ク
舞
、
居
合

演
武
な
ど
の
伝
統
的
な
行
事

も
境
内
に
て
披
露
さ
れ
る
。

多
く
の
行
事
で
賑
う
夏
の
晴

れ
の
縁
日
に
、
奮
っ
て
お
越

し
頂
き
た
い
。

◆
ほ
お
ず
き
（
大
祓
の
縁
起

物
付
竹
か
ご
入
り
）　

一
五
〇
〇
円

◆
朝
顔
（
大
祓
の
縁
起
物
付

竹
か
ご
入
り
）

一
五
〇
〇
円

◆
切
花
ほ
お
ず
き

 

一
〇
〇
〇
円

※
イ
ベ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り

急
遽
変
更
も
ご
ざ
い
ま
す
。

（
尚
、
新
暦
お
盆
七
月
十
三
日

～
十
六
日
・
旧
暦
月
遅
れ
お
盆

八
月
十
三
日
～
十
六
日
と
も

に
祖
霊
社
に
て
お
盆
の
先
祖

供
養
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
）

　

出
雲
大
社
相
模
分
祠
「
千

年
の
杜
」
の
守
護
神
と
し

て
、
お
祀
り
さ
れ
る
「
龍
蛇

神
様
」
は
大
地
の
神
・
水
の

神
・
金
運
・
縁
結
び
の
御
利

益
の
あ
る
ダ
イ
コ
ク
様
の
お

仕
え
神
様
。「
千
年
の
杜
」

で
は
慶
長
十
四
年
よ
り
湧
水

す
る
「
ゆ
ず
り
の
水
」
が
溢

れ
、
夏
に
は
蛍
の
飛
び
交
う

幻
想
的
な
鎮
守
の
杜
で
あ

る
。
ま
た
、
環
境
省
指
定
の

全
国
名
水
百
選
に
も
選
定
さ

れ
る
こ
の
湧
水
を
取
り
に
多

く
の
お
水
と
り
の
人
々
で
賑

わ
う
。
ほ
お
ず
き
市
朝
顔
市

期
間
中
、
参
拝
者
に
は
巫
女

よ
り
福
引
券
の
贈
呈
と
併
せ

て
御
神
酒
あ
る
い
は
よ
く
冷

え
た
秦
野
名
水
の
授
与
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
ほ
お
ず
き

市
・
朝
顔
市
の
期
間
中
に
は
、

普
段
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
龍

蛇
神
の
社
を
開
扉
致
し
ま
し

て
、
神
殿
内
に
鎮
座
な
さ
れ

る
龍
蛇
神
様
を
直
接
拝
む
特

別
拝
観
が
開
催
さ
れ
る
。

　

古
く
よ
り
、
出
雲
の
地
で

は
旧
暦
十
月
十
日
に
全
国
の

神
々
が
参
集
し
、
縁
結
び
の

会
議
が
な
さ
れ
る
と
い
わ
れ

る
。
私
た
ち
が
十
月
を
神
無

月
と
呼
ぶ
所
以
で
も
あ
り
、

出
雲
地
方
で
は
神
在
月
・
大

忌
（
お
お
い
み
）
さ
ん
と
も

称
し
特
別
な
信
仰
が
あ
る
。

こ
の
神
々
が
集
う
出
雲
の
地

に
全
国
の
神
々
を
ご
案
内
先

導
す
る
神
様
が
龍
蛇
神
様
で

あ
る
。
縁
結
び
・
金
運
の
御

利
益
を
も
つ
龍
蛇
神
様
に
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
拝
頂
き

た
い
。

神
語
奉
書
の
奉

納
の
ご
案
内
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
六
月
～
八
月
上

旬
）

皆
様
の
願
い
事

を
込
め
て
謹
書

し
て
戴
い
た
神

語
奉
書
は
八
月

上
旬
の
出
雲
大

社
教
教
団
大
祭
（
島
根
県
）

に
お
い
て
、
大
国
主
大
神
様

の
大
御
前
に
て
ご
祈
念
し
奉

納
致
し
ま
す
。

幸さ
き

魂
み
た
ま

奇く
し

魂
み
た
ま

守
ま
も
り
た
ま
え給

幸
さ
き
は
え
た
ま
え給

「
幸
魂
」
と
は
、「
花
が
咲
く
」

「
布
を
切
り
裂
く
」「
物
が
割

き
分
か
れ
る
」
と
い
う
言
葉

の
よ
う
に
、
物
が
分
裂
し
、

増
加
繁
殖
し
て
栄
え
る
力
を

意
味
し
ま
す
。

「
奇
魂
」
と
は
、

「
櫛
」「
串
」
の
言

葉
の
よ
う
に
、「
櫛

で
乱
れ
た
頭
髪
を

解
い
て
整
え
る
」、

「
串
刺
し
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
を

統
一
す
る
」
と
い

う
よ
う
に
、
統
一

し
調
和
す
る
力
を

意
味
し
ま
す
。「
幸
魂
」
に

よ
っ
て
分
化
繁
殖
し
た
想
い

を
、「
奇
魂
」
に
よ
っ
て
統

一
調
和
し
て
一
層
発
展
さ
せ

て
ゆ
く
願
い
を
指
し
ま
す
。

※
一
枚
に
つ
き
一
〇
〇
〇
円

の
お
気
持
ち
を
お
納
め
頂
い

て
お
り
ま
す
。

※
授
与
品
・
神
饌
（
す
る
め

昆
布
）

※
社
頭
に
て
ご
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
御
崇
敬
の
御
志
で
平
素
よ

り
大
神
様
へ
の
お
供
え
物
は
賄
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
神
饌
講
の
加
入
金
は
一
日
五
円

ず
つ
出
雲
大
社
（
島
根
県
）
並
び
に
当
分

祠
の
日
々
の
神
事
の
神
饌
代
と
し
て
活
用

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
一
日
に
は
出
雲
大
社
神
楽
殿
で
加

入
者
の
お
名
前
を
奏
上
し
て
家
内
安
全
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
講
員
証
（
期
限
一

年
）
が
授
与
さ
れ
、
出
雲
大
社
（
島
根
県
）

に
持
参
す
る
と
普
段
入
る
こ
と
の
出
来
な

い
御
本
殿
の
門
内
拝
礼
に
ご
案
内
し
て
戴

け
ま
す
。

● 

神
饌
講
加
入　

　
　

二
〇
〇
〇
円
（
五
円
×
三
六
五
日
分
）

　

一
八
二
五
円
＋
送
料

※
お
申
し
込
み
は
出
雲
大
社
相
模
分
祠
授
与
所
ま
で

む
す
ひ

む
す
ひ

関
東
の

　
い
づ
も
さ
ん
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令和元年６月号

ほ
お
ず
き
市
・
朝
顔
市
開
催

『
龍
蛇
神
の
社
』

特
別
拝
観

神
語
奉
書
奉
納
の
御
案
内

色鮮やかなほおずき・朝顔が参道に整然と並ぶ中、この日だけは
巫女達も緋袴ではなく浴衣を着て縁日のほおずき頒布をします。
境内では丹沢マルシェが開催され、30店舗近くの露店が出店
し、にぎやかな縁日を彩ります。地元飲食店ほか多数出店予定。

神
饌
講
の
ご
案
内

▼
　

七
月
五
日（
金
）・
龍
蛇
神

の
社
祝
祭（
十
五
時
～
）

▼
　

六
日（
土
）・
秦
野
観
光
和

太
鼓（
十
時
半
～
）・
無
双
直

伝
英
信
流
居
合
演
武（
十
一

時
半
～
）・
花
笠
踊
り
大
黒

舞（
十
三
時
～
）・
八
丈
太

鼓
は
な
み
ず
き（
十
四
時

～
）・
大
祓
神
事
茅
の
輪
く

ぐ
り（
十
五
時
～
）・
フ
ラ
ダ

ン
ス（
十
六
時
～
）お
わ
ら

風
の
盆（
十
七
時
～
）▼
　

七
日

（
日
）・
丹
沢
マ
ル
シ
ェ
プ
レ

ゼ
ン
ツ
音
楽
フ
ェ
ス（
バ
イ
オ

リ
ン
等
予
定
）

※
土
日
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
あ
り

【 ほおずき市の期間中 】
お楽しみガラガラ抽選籤を開催（はずれなし）!!
本誌持参で一人一回まで参加できます。
龍蛇神の社をご参拝の方にも配布しております。

【 丹沢マルシェ 】
地元の飲食店多数出店。秦野のいいところを見つけて下さい。

▶無双直伝英信流居合演武
刀法・演武・太刀打之位

▶秦野観光和太鼓

▶海老名おわら風の盆　奉納

▶艶やかなフラダンス

ほ
お
ず
き
市
・
期
間
限
定

ほ
お
ず
き
御
朱
印
授
与

　

普
段
は
御
朱
印
に
勾
玉

の
判
子
を
押
し
ま
す
が
、

ほ
お
ず
き
市
期
間
よ
り
八

月
末
迄
、
ほ
お
ず
き
の
実
に

か
わ
り
ま
す
。

ほ
お
ず
き
市
イ
ベ
ン
ト
一
覧

夏
の
行
事
の
ご
案
内

一
、月
次
祭

毎
月
一
日
午
前
十
時
三
〇
分

斎
行
※
事
前
予
約
不
要
・
無
料

月
始
め
に
あ
た
り
一
か
月
の

国
家
安
泰
・
地
域
の
安
全
・

家
内
安
全
・
日
々
の
暮
ら
し

の
安
全
等
を
祈
願
す
る
神
事

で
す
。
出
雲
神
楽
に
よ
る
巫

女
舞
を
奉
納
す
る
こ
の
月
次

祭
に
は
ど
な
た
で
も
ご
参
列

頂
く
事
が
で
き
ま
す
。
月
次

祭
に
併
せ
て
縁
結
び
・
家
内

安
全
・
交
通
安
全
・
厄
除
け

等
、各
種
ご
祈
願
承
り
ま
す
。

一
、祖
霊
社
み
た
ま
ま
つ
り

毎
月
第
一
日
曜
十
五
時
斎
行

事
前
予
約
不
要
・
無
料

分
祠
の
祖
霊
社
に
て
毎
月
行

わ
れ
る
祖
先
の
御
霊
を
慰
霊

す
る
合
同
の
祖
霊
祭
で
す
。

大
国
主
大
神
様
は
幽
世
の
世

界
を
主
宰
す
る
神
様
で
も
あ

り
ま
す
。
御
家
の
ご
先
祖
様

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
※
ど
な
た
で
も
ご

参
列
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、夏
越
の
大
祓

―
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
―

（
詳
細
四
面
）

六
月

二
十
三
日
（
日
）
午
後
三
時

二
十
九
日
（
土
）
午
後
三
時

三
十
日
（
日
）
午
後
六
時

七
月
七
日
（
日
）
午
後
四
時

一
、ほ
お
ず
き
市
朝
顔
市

境
内
参
道
に
て

七
月
五
日
（
金
）

十
時
～
十
八
時

六
日
（
土
）
十
時
～
十
八
時

七
日
（
日
）
十
時
～
十
八
時

※
丹
沢
マ
ル
シ
ェ
の
飲
食
店

は
六
日
（
土
）
七
日
（
日
）

の
出
店
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

秦
野
駅
よ
り
無
料
バ
ス
運
行

参拝者専用無料バス時刻表

7/6（土）7（日）40分間で運行：25名乗り

出雲大社
相模分祠
（参道停留所）

発秦野駅
南　口 発

時

30 11 5010
10 50 10 30

10 50 12 30
30 13 5010

30 9 50

30 15 5010

30 17 5010
10 16 30

10 50 14 30

（１）令和元年　６月号 関東のいづもさん　む す ひ 第 5 号


